
本資料の概要および目的
クラウド・コンピューティングは、ITサービスデリバリーにおける重要な転換であり、パラダイムシフトです。データ
センターに対する要求が急激に増大している現在、クラウド・コンピューティングは効率と柔軟性の面で確実に大
きなメリットをもたらします。クラウド・コンピューティング用のツール、ビルディング・ブロック、ソリューション、ベ
スト・プラクティスは進化を続けています。それとともに、クラウド・ソリューションの導入には検討を要する課題が
生まれています。

インテルがクラウド・コンピューティング環境にもたらす技術とリーダーシップは、一般に考えられているよりも高
度で広範囲にわたります。インテルのクラウド 2015ビジョンでは、クラウド・コンピューティングを、シームレスに
連携し、自動化された、クライアントを認識するものとして描いています。IT 業界全体でこのビジョンを実現する
には、効率的、シンプル、かつセキュアであるというクラウド・コンピューティングの 3つの要件と、相互接続性に
優れたオープンなマルチベンダー・ソリューションに重点を置く必要があります。本資料では、最初にインテルの
クラウド 2015ビジョンの定義を示します。次に、クラウド・コンピューティングの 3つの要件について、次の数年
間にオープンな標準規格に基づいた、より効率的かつシンプルで、セキュアなものへとクラウド・インフラストラク
チャーを進化させる、インテルの活動と推奨事項を説明します。

はじめに：ニーズ、課題、ソリューション
パラダイムシフト
クラウド・コンピューティングは、「革命」というよりも、ITサービスデリバリーにおける重要な転換であり、「パラダ
イムシフト」であると言うことができます。この転換は、幅広い影響を与えるとともに、検討すべき重要な課題を生
み出しています。クラウド・コンピューティングは、次世代技術の設計、開発、導入の手法を大きく変える可能性が
あります。この技術は、モバイル・プラットフォーム /デバイスからデータセンターに至るまで、コンピューティング
の未来を一変させる柔軟な従量課金モデル方式を可能にします。 

クラウド・コンピューティングへの期待の背景には、データセンターに対する要求がますます高まり、データセンター
の設備と資源が限界に近づいた状況があります。さらに、広範囲にわたるクライアント機器に対応するアプリケー
ションが、通常は特定の機器向けに最適化されていないこともあります。その結果、アプリケーションは最低限の
共通デバイスに合わせて初期設定されることが多く、最善のユーザー体験を提供できていません。こうした課題
に応えて、クラウド・コンピューティングは、（インターネット・プロバイダー、通信事業者、ホスティング・サービス・
プロバイダーなどが運用する）パブリッククラウドと、（特定組織の内部ユーザー向けに、ファイアウォール内部に
構築される）プライベート・クラウドまたはエンタープライズ・クラウドの 2つの形式で進化しています。

クラウド・コンピューティングの普及の背景には、インターネットの成熟とインターネット・ベースのサービスの増加
に伴う、インターネット・データおよびトラフィックの爆発的な増大があります。2015年までに、25億人以上の人々
が 100 億台以上の機器を使ってインターネットにアクセスし、現在の 2 倍以上の需要が生まれる見通しです。1 

このような需要の増大に応じて増設されるデータセンターの高度な要件を満たすには、クラウド・アーキテク
チャーの優れた効率、性能、柔軟性が必要になります。

ホワイトペーパー
クラウド・コンピューティング
主な検討課題
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現在進行しているクラウド・コンピューティングへのシフトにどのように取り組むか
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企業へのクラウド・コンピューティングの普及の背景には、エンタープラ
イズ ITに対するビジネス需要の拡大があります。ますます多くのデータ
センターが、電源、スペース、サーバーの処理能力、ネットワーク帯域
幅などの不足による限界に直面しています。従来型のインフラストラク
チャーをそのまま拡張することでこうした問題に対応しようとしてしまう
と、すぐにさまざまな箇所で柔軟性の不足が明らかになります。その結
果、システムの複雑性が増大し、コスト、導入リスク、運用リスクの増大
を招いてしまいます。多くの大企業の IT部門では、現在すでにこのよう
な問題が深刻となっており、今後もその深刻さはますます増していきま
す。パブリッククラウドのサービス・プロバイダー各社は大きな成長を続
けており、クラウド・コンピューティング・サービスの拡張に伴う課題に対
処しながら、ITインフラストラクチャーを進化させ続ける必要があります。

クラウド・コンピューティングは、データセンターの仮想化をさらに進化
させたコンピューティング・モデルです（図 1を参照）。仮想化技術の初
期段階では、データセンターのサーバー・インフラストラクチャーの統合
により、コスト削減を実現しました。次に、柔軟なリソース管理技術によ
り、データセンターのリソースをより動的に割り当てることが可能になり
ました。これにより、さらにコスト削減が進み、データセンターの柔軟性
と性能も向上しました。それとともに、新技術の開発と導入の新しい時
代が到来しました。ソフトウェア・ベンダーは、仮想化に基づくプライベー
ト・クラウドと、パブリッククラウド向けの堅牢な運用管理機能および最
適化技術の設計を始めています。ハードウェア・ベンダーは、運用管理
ツールと信頼性機能を拡張し、柔軟性を高める機能を組み込んでいま
す。クラウド・コンピューティングの時代は、進化の次の段階と考えられ
ます。そこでは、大幅な自動化と高い拡張性が可能となります。クラウド・
コンピューティングは、コスト削減と資源の有効利用の可能性を開きま
す。クラウド・コンピューティングは、単なる技術を超えて、IT部門内に
新しい組織的要件を生み出します。従来はネットワーキング、コンピュー

ティング、ストレージをそれぞれ別々のチームが担当していましたが、こ
れからは各チームが互いに協力し、共通のインフラストラクチャーの管
理と導入に当たらなければなりません。理想的なクラウド・コンピュー
ティング・インフラストラクチャーが実現されれば、効率的、シンプル、か
つセキュアなシステムを通じて、ITの競争力を高める優れた機敏性、柔
軟性、適応性を提供できます。 

今日の従業員は、スマートフォン、タブレット、PCなどの複数の端末を
使用して情報にアクセスする傾向があります。彼らは私生活で新しい機
器とアプリケーションを受け入れ、同じ機能が仕事にも利用できること
を期待しています。しかし現在、これらの機器の大半は互いに連携して
機能しないため、ユーザーは複数の機器を個別に使いこなす必要があ
ります。また、データのアクセス、表示、操作、セキュリティーの機能レ
ベルは、機器によって大きな差があります。現在のところ、おそらく端末
機器の画面サイズやディスプレイを認識して最適化できるとしても、クラ
イアント機器に備わったより高度なセキュリティーや機能、性能を十分
に活用することができないため、ほとんどのインターネット・サービスは
機能を制限した形で提供されています。

クラウド・コンピューティングは ITの進化の一段階と考えることができま
すが、それは根本的な転換であり、次のような検討を要する課題が存
在します。

•  クラウド環境に移行する際に、基幹業務アプリケーションの安定性を
維持することが極めて重要。

•  パブリッククラウド内の共有化されたリソースを使用する場合は、知
的財産の保護、データのセキュリティー、個人情報の保護について十
分に配慮し、新しいツールを使用する必要がある。

•  クラウド・コンピューティング・ツールは進化の途上にあり、リソース
プールの構築および運用管理の自動化と柔軟性は不完全。

•  柔軟性と相互接続性に優れたソリューションを選択する必要がある。

•  クラウドベースのアプリケーションが、ユーザーが使用する機器や接
続状況に関係なく、ユーザーの生産性を向上させる（悪影響を与え
ない）ことを確認する必要がある。

エンタープライズ・クラウド：仮想化3.0
自動化とリソースの拡張性

柔軟なリソース管理：仮想化2.0
リソースの動的な割り当て

統 合：仮想化1.0
運用の効率化によるコスト削減

図 1. 仮想化環境：エンタープライズ・クラウドに向けた進化

目 次
はじめに：ニーズ、課題、ソリューション . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

 パラダイムシフト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

 クラウド2015ビジョンの実現に向けたインテルの役割 . . . . . . . . . . . . . 3

インテルのクラウド2015ビジョンの 3つの要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3

効率的 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

 IT課題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

 データセンターの効率を向上させるインテルの新しい技術 . . . . . . . . . . . 5

 効率に関する推奨事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

シンプル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

 IT課題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

  データセンターのインフラストラクチャーをシンプルにする 
インテルの新しい技術 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

 ITインフラストラクチャーのシンプル化に関する推奨事項 . . . . . . . . . . . . 8

セキュア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

 IT課題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

 セキュリティーを強化するインテルの新しい技術 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

 セキュリティーに関する推奨事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

相互接続性に優れたオープンなソリューションと標準規格 . . . . . . . . . . . . 10

 IT課題 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

 インテルとオープンな標準規格 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

 推奨事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

まとめ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

 詳細情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11



3

クラウド・コンピューティング：検討課題と次のステップ    ホワイトペーパー

クラウド2015ビジョンの実現に向けたインテルの役割
インテルは、クラウド・コンピューティングのさまざまな課題に対応し、ITアーキテクトと ITマネージャーが直面するリスクを軽減するために、
インテル® Open Data Center In it iat iveを推進しています。このイニシアチブは、エコシステム・パートナーやエンドユーザーと連携した
インテルの包括的な取り組みであり、ITの柔軟性と選択肢を確保できる、より効率的、シンプル、かつセキュアなクラウド・データセンターを可能
にする技術開発の促進を目的としています。インテルはグローバル IT企業やサービス・プロバイダー業界のリーダーと直接協力し、アドバイザー
としてOpen Data Center Allianceに参加しています。このアライアンスは、次世代のクラウド・データセンターの優先度の高い利用モデルのロー
ドマップ作成と、標準規格を採用した相互接続性の高いマルチベンダー・ソリューションの要件の定義に取り組んでいます。インテルは、こうした
優先度の高い利用モデルと、エンドユーザーの調査から分かった他の利用モデルに基づいて、その要件を満たす製品と技術を提供していきます。
さらに、大手システム・プロバイダーやソリューション・プロバイダーと密接に協力しながら、製品やソリューションを提供するとともに、インテル® ク
ラウド・ビルダーズ・プログラムを通じてリファレンス・アーキテクチャーとベスト・プラクティスを提供することで、クラウドの導入を促進していきます。

またインテルは、世界中で約 10万台のサーバーを運用管理する一企業として、自社の IT部門でも、企業のビジネス目標をサポートするクラウド・
コンピューティング・ベースのソリューションの戦略立案と導入を積極的に進めています。インテルが社内で直接得た経験は、インテルの取り組
みの成果としてエコシステム全体で共有されます。

 

インテルのクラウド2015ビジョンの 3つの要素
クラウド・コンピューティング技術は急速に成熟しており、多くのクラウド
サービスやベンダーが市場に参入し、大企業の IT部門向けのプライ
ベート・クラウドの開発を可能にしています。一部のパブリック・クラウド・
プロバイダーは、サービスを拡張して大企業と中小企業をサポートし
ています。インテルが多数のベンダー、アナリスト、顧客を調査した結
果、クラウド・コンピューティング・インフラストラクチャーおよびソリュー
ションに対する顧客の期待に応えるための重要なテーマが浮かび上
がってきました。次の 5年間のクラウド・コンピューティングに関する
インテルのビジョンは、シームレス連携、自動化、クライアント認識の 3
つのテーマを基盤としています。その実現は、クラウド・コンピューティン
グ・ソリューションの主要な課題を克服し、最大限の可能性と価値を引
き出すために必要不可欠です。

シームレス連携とは、各クラウド・コンピューティング・インフラストラク
チャー内およびインフラストラクチャー間で通信、データ、サービスを簡
単に移動できることです。真のシームレス連携システムを実現するに
は、多数のプラットフォームとソリューション間でスムーズな相互接続
性が確保されている必要があります。現在、業界の技術水準は、企業
が自社のデータセンター内およびデータセンター間でワークロードを移
動または移行できるレベルまで達しています。しかし、データセンターの
オペレーターが、必要に応じてデータセンターの境界を越え、データと
サービスを複数のパブリッククラウドやプライベート・クラウドにシームレ
スかつセキュアに拡張するには、まだ程遠いレベルと言えます。

自動化とは、人手による操作を最小限に抑えて、クラウド・コンピュー
ティング・サービスとリソースの指定、配置、セキュアなプロビジョニン
グを実行できることです。現在のところ、自動化は多くの点でまだ不完
全です。一般的に、仮想マシンは非常に静的にプロビジョニングされて
おり、ユーザーのニーズに自動的に対応していません。また、データセン
ターの運用管理の多くの部分は、現在でも手作業に依存しています。
インテルのクラウド・コンピューティング・ビジョンが規定している自動化
の条件は、合意に基づくサービスレベルに応じてリソースを動的に割り
当てることができ、データセンターを自動的に最適化してリソースの利
用率と電力効率を最大限に高められることです。

クライアント認識とは、クラウドベースのアプリケーションが端末機器
の機能を動的に検出し、それを利用できることです。これにより、アプリ
ケーション・デリバリーをセキュアな方法で最適化し、エンドユーザー
体験を向上させることができます。現在のところ、サービスを受けるクラ
イアントをサポートする一定レベルのデータセンター・インテリジェンス
とスケーリングを可能にする枠組みは存在しますが、一貫して適用され
ることはなく、どこでも利用できるわけではありません。現在のインター
ネット・サービスの多くは、最低限の共通デバイスに合わせて初期設定
されるため、ユーザーが PCなどの高機能なデバイスを使ってアクセス
した場合でも、サービスをフルに活用することはできません。逆に、PC
向けに作成されているため、ハンドヘルド機器では使いにくいサービス
もあります。インテルのクラウド・コンピューティング・ビジョンがデータ
センターとサービス・プロバイダーに求める条件は、クラウドがクライアン
ト機器の特性と機能を自動的に検出して、それに動的に適応し、さまざ
まな端末上でセキュアなアクセスと最適な体験を提供することです。同
時に、クライアント機器の機能は、クラウド・ソリューションの全体的な
性能に影響を与えることがあります。例えば、クライアント機器のローカ
ルにある処理能力を利用して、エンドユーザー体験を向上させることが
できます。また、クライアント機器のセキュリティー機能を使って、その
機器にセキュリティー・ポリシーが適用されていることを確認できます。 

Open Data Center Alliance 
Open Data Center Allianceは、現在
および将来のデータセンターの要件に
関する提言によって、高い柔軟性と幅
広い選択肢を備えた高度なデータセン
ターの実現を目指す、大手グローバル企業の ITマネージャー
で構成される独立団体です。アライアンスの使命は、IT部門が
現在および将来に直面する課題を解決する次世代データセン
ターとクラウドの要件を定義し、業界標準規格に基づくオープン
なマルチベンダー方式でそれを実現することです。インテルは
技術アドバイザーとしてこの団体に参加しています。詳細につい
ては、http://www.opendatacenteralliance.org/（英語）
を参照してください。

http://www.opendatacenteralliance.org/
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シームレス連携
クラウド間でシームレスかつ

セキュアにデータとサービスが連携

自動化
動的な資源制御により

サービスレベルとエネルギー消費を最適化

クライアント認識
セキュアなアクセスと最適なユーザー体験を

さまざまな端末で実現

図 2. インテルのクラウド2015ビジョン

より成熟したクラウド・コンピューティングに必要不可欠なこれらの 3つ
の条件を実現するのは、簡単なことではありません。そのためには、IT
業界全体で多くのプロバイダーと顧客が、焦点を絞って協調的な開発
を進める必要があります。クラウド・コンピューティングのビジョンを実
現するには、個々の組織と IT業界全体で、以下の 3つの要件に重点を
置く必要があります。

•  効率的：コンピューティング処理のスループットに対するニーズが急
激に増大する一方、データセンターのリソースは限られています。デー
タセンターのリソースには、スペース、電源、冷却設備、資格のある
ITスタッフ、設備投資予算、運用管理予算などが含まれます。利用
可能な既存のリソースを使用してより多くの処理を実行するには、イン
フラストラクチャーとプロセスをより効率的にする必要があります。

•  シンプル：一般的に、システムの成長は複雑性を増大させます。IT
インフラストラクチャーには特にその傾向が見られます。例えば、複数
のアーキテクチャーが混在していると、運用管理が複雑になります。
サーバー利用率が上がると、ネットワーク帯域幅の要件が増大しま
す。また、異なるベンダーのシステムが混在していると、通常は統合
作業が複雑になります。クラウド・コンピューティング環境の可能性を
最大限に引き出すには、クラウド・アーキテクチャーとプラクティスをで
きる限りシンプルにする必要があります。

•  セキュア：ビジネスリスクと法令準拠の観点から、データのセキュリ
ティーは非常に重要です。セキュリティー問題を数多く抱えた従来型
の環境では、クラウド・コンピューティングを導入すると、データが新し
い方法で（多くの場合は従来の物理的境界の外側に）移動されるた
め、新たな課題が生じます。クラウド・コンピューティングの導入に成
功するには、新たな課題に対応する新しいセキュリティー・モデルが
必要です。

インテルのクラウドビジョンを実現するには、業界標準規格を採用した、
相互接続性に優れたオープンなソリューションが提供されることが必要
不可欠です。複数のプロバイダー（ソリューション、ハードウェア、ソフト
ウェア、インテグレーション、またはプロセスのベンダー）が互いに独立
して活動していたのでは、相互接続性と柔軟性が不十分になり、クラウ

ド・コンピューティングの主なメリットとは相容れない結果を招きます。
クラウド・コンピューティングの進化には、標準規格を採用した、相互接
続性に優れたオープンなソリューションが必要です。

本資料の後半では、効率、仮想化、セキュリティーのそれぞれについて、
問題の背景にある要因、クラウド・コンピューティング・エコシステム内で
のインテルの活動、データセンターの設計者と管理者がクラウド・コン
ピューティング戦略と現在および将来の開発の間で整合性を保つため
に今すぐとるべき行動について説明します。インテルは、IT業界の主要
なプレーヤーとして、業界全体での開発の促進に特に重点を置き、次
の 5年間およびそれ以降のクラウド環境の進化を可能にするこれらの
3つの要件を推進していきます。

インテル® クラウド・ビルダーズ・プログラム

インテル® クラウド・ビルダーズ・プログラムは、大手システム
ベンダーとソフトウェア・ソリューション・ベンダーと密接に協力
して、インテル® アーキテクチャー・ベースのクラウド・インフラス
トラクチャーの導入、保守、最適化に役立つベスト・プラクティ
スと実践的ガイダンスを提供するものです。同プログラムは、
Open Data Center Allianceおよび他の ITエンドユーザーに
よって定義された IT要件に基づいて、クラウド・コンピューティン
グのイノベーションに向けて、IT部門と業界の対話の場となる
コミュニティーを提供します。インテル® クラウド・ビルダーズ・プ
ログラムは、クラウドの導入と強化に今すぐ役立つ、リファレン
ス・アーキテクチャーの詳しい情報、導入事例、ベスト・プラク
ティスを公開しています。このガイダンスとクラウド業界のリー
ダー各社とのやり取りによって、ITマネージャーは、定評あるク
ラウド・ソリューションを利用してクラウドのセキュリティーと効
率を改善し、データセンターの運用管理をシンプルにすること
ができます。 

詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/cloudbuilders/ 
を参照してください。

http://www.intel.co.jp/jp/cloudbuilders/
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効率的
IT課題
現在、多くのデータセンターでは、電力コストが設備投資コストに次
ぐ負担になっています。現時点で、クラウド・データセンターのエネル
ギー消費量は世界のエネルギー消費の 1～ 2%に相当します。2 この
まま進めば、データセンターのエネルギー消費量は急速に増加し、電
力コストだけでなく環境に与える負荷も大幅に増大してしまいます。さ
らに、ビジネス需要の増大によってデータセンターの増設が増えるに
つれて、設計者は、既存のリソースをより有効に活用する、つまり投入
される予算と従業員の効率を向上させる従来型の課題だけでなく、利
用可能なスペース、電源、冷却設備の不足による物理的リソースの
限界という新たな形の課題にも直面しています。多くのクラウド・コン
ピューティング開発者は、サーバー利用率の向上、ネットワーク /スト
レージ・トラフィックのスループットの改善、データの種類と必要性に
基づくストレージの最適化などの手段で、この問題の解決策を提供し
ています。また、各企業の IT 部門は、外気冷却式データセンターの
稼動による冷却コスト削減手法の評価、サーバー密度と運用管理の
改善、コンテナーの導入など、効率向上のためのさまざまな取り組み
を進めています。

データセンターの効率を向上させる 
インテルの新しい技術 
インテルは、業界パートナーと協力して、データセンターのパフォー
マンスと効率を大幅に向上させる製品、ビルディング・ブロック、ソフ
トウェア・ツールを開発しています。こうした活動はデータセンターの
あらゆる領域にわたり、プロセッサーの省電力化、高度なデータセン
ター電源管理、仮想化機能の向上、データセンターの研究、最適化
など、さまざまな重点領域に関わるものです。これらの取り組みはす
べて、データセンターの効率レベルの向上に重点を置いています。ま
た、インテルは幅広いシステムベンダーとの緊密な連携の下で、各種
の省電力システムの開発を支援しています。ここでは、こうした新しい
技術について簡単に説明します。

サーバーの消費電力当たり性能を向上させるプロセッサーの新技術： 
消費電力当たり性能（および密度、電源管理、仮想化環境）を最適化
したサーバー・プラットフォームを使用することで、データセンターの
効率化、ワークロードの最大化、柔軟性の向上の基盤が得られます。

インテルには、ムーアの法則に従って電力効率に優れたパフォーマン
スを実現してきた長年の実績があります。インテル® Xeon® プロセッ
サー搭載サーバーは、これまでプロセッサーの世代ごとに（消費電
力当たり性能で測定した）電力効率が平均 40% 向上しています。3 
インテル® Xeon® プロセッサー 5600 番台を搭載したサーバー・プ
ラットフォームは、業界先進の極めて電力効率に優れたインテルの
32nmプロセス技術を採用しています。インテル® Xeon® プロセッ
サー 5600 番台は、前世代のプロセッサーに比べて性能が最大
60% 向上し、同じ性能での消費電力を最大 30% 削減しています。4 
また、このプロセッサーには、性能と消費電力当たり性能を向上させ
る、次のようなさまざまな技術が搭載されています。

•  インテル® ハイパースレッディング・テクノロジー†：各プロセッサー上
でスレッドレベルの並列性を実現し、プロセッサー・リソースのより
効率的な利用（処理スループットの向上）とマルチスレッド・ソフト
ウェアのパフォーマンス向上を可能にします。

•  インテル® ターボ・ブースト・テクノロジー§：サーバーのワークロード
に通常より高い性能が必要になったとき、プロセッサーの動作周波
数を、短い規則的な間隔で、上限に達するまで 133MHzずつ動的
に引き上げます。反対に、動作周波数が上限に達するか超えたとき
は、プロセッサーの動作周波数を自動的に 133MHzずつ引き下げ、
プロセッサーを再び制限範囲内で動作させます。これにより、マル
チスレッドのワークロードとシングルスレッドのワークロードの両方
でパフォーマンスが向上し、必要なときに必要なだけの性能が得ら
れます。

•  インテル® インテリジェント・パワー・テクノロジー：統合型パワーゲー
トにより、CPU内のアイドル状態のコアの消費電力を、他のコアと
は関係なく、0に近い値まで引き下げます。これにより、アイドル時
の消費電力を削減できます。また、統合型パワーゲートを使用して
プロセッサーの消費電力を自動的に管理することも、手動で消費電
力を制御することも可能です。

•  インテル® QuickPath テクノロジー：分散型共有メモリーに対する
ポイント・ツー・ポイント高速リンクを提供し、インテル® マイクロアー
キテクチャー Nehalemの並列処理性能を補います。プロセッサー
の各コアに統合型メモリー・コントローラーと高速インターコネクトを
搭載し、プロセッサーと他のコンポーネントをリンクして、動的に拡張
可能なインターコネクト帯域幅と優れたメモリー性能を実現します。

Oracleがインテル® インテリジェント・パワー・ノー
ド・マネージャーを使用してラック密度を向上

Oracleでは、データセンターのコンピューターの実装密度を引
き上げることで、より多くの顧客により低コストでサービスを提供
し、景気回復時の競争力を強化しようとしました。しかし、消費
電力の増大が問題になりました。各サーバーの消費電力を削
減する方法は、同じスペースでより多くの処理能力を提供する
以外にありません。Oracleは、インテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台とインテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネー
ジャーを使用して、アプリケーションに合わせて消費電力を調整
しています。インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネー
ジャーによって消費電力を管理することで、Oracleは、各ラック
により多くのサーバーを搭載し、コンピューターの実装密度を
引き上げています。その結果、Oracleの予測では、消費電力は
35%削減され（電力コストの削減）、ラック1台当たりのサー
バー台数は 50%増加します（データセンターの面積縮小と、将
来に備えた拡張性の確保）。 

詳細については、http://software.intel.com/en-us/articles/
intel-cloud-builder-success-stories/（英語）を参照してくだ
さい。

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台の詳細については、
http://www.intel.co.jp/jp/go/xeon/を参照してください。

http://software.intel.com/en-us/articles/intel-cloud-builder-success-stories/
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-cloud-builder-success-stories/
http://www.intel.co.jp/jp/go/xeon/
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高度な電源管理：通常、サーバーには必要以上の電力が割り当てられ
ています。変動する実際の電力負荷が可視化されていないため、デー
タセンター管理者はワーストケースの負荷に備えて必要以上の電力を
割り当てなければなりません。同様に、ワーストケースの熱負荷に備え
てラックスペースに必要以上に余裕を持たせているため、データセン
ターのスペースの不足はさらに深刻化します。インテルは、多くの動的
な電源管理技術を開発しています。これらの技術は、電源とスペース
の有効活用を可能にし、要求の厳しい運用シナリオの範囲内で柔軟性
も向上させます。これらのソリューションにより、ITマネージャーは、シ
ステム、ラック、データセンターの各レベルで電源管理を行えます。

•  サーバー・プラットフォームにおける計測：データセンターのインテリ
ジェントな電源管理の基盤となるのは、サーバーレベルでの高度な
計測です。インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台は、温度（CPU
およびファン吸気口）、アイドル時の消費電力、平均消費電力、電力
ステート、メモリーステートの計測機能を搭載しています。このデー
タは、以下に説明する上位レベルのツールによって、サーバー、ラッ
ク、データセンターの各レベルでの電力のモニターと管理に使用さ
れます。

•  インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネージャー：サーバー
ラックに必要以上に余裕を持たせると、ラック設置面積当たりのパ
フォーマンスが低下するだけでなく、実際には使用されない電源容
量にもコストがかかります。インテル® インテリジェント・パワー・ノー
ド・マネージャーは、プラットフォーム電源と（チップセットとファーム
ウェアに組み込まれた）インテルのマネジメント・エンジンの組み合
わせによって実装され、個々のサーバーの電力レポート機能と電力
制限機能を提供する、システムレベルの技術です。このアプリケー
ションはクローズド・ループ・アルゴリズムとして動作し、定期的な消
費電力分析と、OSの電力 /温度ステートのリアルタイムの同期を
実行します。このアプリケーションは、プロセッサー・パッケージ電力
制限、メモリー電力制限、CPUコアの動的アロケーションなど、各種
のパワー・スロットリング機構を使用します。これにより、データセン
ター管理者は、予想されるワークロードに基づいてシステムとラック
の消費電力を動的に調整できます。その結果、ラック 1台当たりの
サーバー設置台数を増やすことができ、利用可能なスペースと電源
を有効に活用できます。インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マ
ネージャーを非常に大規模なデータセンター環境に導入した場合、
電力効率が最大 40%向上します。5 例えば、中国最大の検索プロ
バイダーである Baiduは、ラック密度を最大 40%引き上げることが
できました（http://software. intel .com/en-us/articles/intel-
cloud-builder-success-stories/（英語）を参照）。またOracleの
IT部門は、インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネージャー
により、電力消費量を 35%削減しました（前頁コラム「Oracleが
インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネージャーを使用して
ラック密度を向上」を参照）。

•  インテル® データセンター・マネージャー：インテル® データセンター・
マネージャーは、インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネー
ジャーをデータセンター・レベルに拡張し、データセンター内のサー
バー、ラック、サーバーグループごとに消費電力のきめ細かな制御
を可能にします。インテル® データセンター・マネージャーにより、デー
タセンター管理者は、指定した電力ポリシーに基づいて、ワークロー
ドを最適なサーバーに動的に移動できます。実際の電力データと吸
入口の温度データはリアルタイムでモニターされ、ラック単位、ラッ

ク列単位、室単位、ユーザー定義の論理グループ単位で集約され
ます。ポリシーベースの内蔵ヒューリスティックにより、グループ単
位の電力制限を維持しながら、変動するサーバー負荷に動的に適
応し、ワークロードによる性能への影響を最小限に抑えられます。ま
た、実際の消費電力データを使用して、特定のシナリオを作成でき
ます。例えば、リアルタイムの消費電力データを空調設備の使用率
にリンクすれば、実際の消費電力に基づく課金モデルを実現できま
す。インテル® データセンター・マネージャーは、データセンター内の
特定のラックおよび複数のラックの電源管理を向上させる各種の機
能をサポートしています。このアプリケーションは、既存の管理コン
ソールに統合されるソフトウェア開発キット（SDK）として入手可能で
す（インテル® ノード・マネージャーとインテル® データセンター・マネー
ジャーの詳細については、http://software. intel .com/sites/
datacentermanager/（英語）を参照してください）。 

•  インテル® Solid-State Drive（インテル® SSD）：インテルは Solid-
State Drive（SSD）を幅広いラインアップで提供しています。インテル® 
SSDは、標準的なハードディスク・ドライブに比べ性能と消費電力を
飛躍的に向上させています。一般的なデータセンター・アプリケー
ションでは、ハードディスク・ドライブに比べ読み出し性能が最大 6
倍に向上、消費電力は最大 80%削減され、大きな省エネルギー効
果を発揮します。6 今後、データセンターに対する要求の増大と SSD
の価格低下とともに、SSDの導入は拡大していくと予想されます。
（インテル® SSDの詳細については、http://www.intel .co. jp/jp/
design/flash/nand/を参照してください）。

インテルは、ラックレベルおよびデータセンター・レベルの最適化にも
取り組み、電力使用効率（PUE）を1.0に近づけることを通じて総保有
コスト（TCO）の削減を支援しています。この取り組みには、コンテナー
の最適化、省電力化、温度の最適化、ラックへの電力供給の改善など
が含まれます。例えば、インテルは、外気冷却環境下のデータセンター
稼動による冷却コスト削減に関する実証経験とベスト・プラクティスを
蓄積しています。 

このようなインテルの省電力技術、機能、最適化手法により、データ
センターの設計者と管理者は、増大するユーザーの要求や特定のワー
クロードの要件に応えて処理能力を高めながら、電源、スペース、冷
却設備の物理的な制約に対処できます。

仮想化機能の向上：クラウド・コンピューティングを導入する際は、通常
は仮想化機能を使用して、より高水準のリソース利用率とワークロード
統合を実現します。その目標は、マルチテナント性の実現、つまり、同
じサーバー、ストレージ、ネットワーキング・インフラストラクチャー上で
多数の顧客をサポートすることです。仮想化はハードウェアとソフトウェ
アに関連する技術であり、実際の仮想化性能を改善するには、プラット
フォームと仮想化アプリケーションの両方に作用する機能強化が必要
です。インテル® バーチャライゼーション・テクノロジー◊（インテル® VT）
は、CPU、チップセット、ネットワーキング・デバイスに組み込まれたハー
ドウェア・アシストによって仮想化性能を向上させるプラットフォーム
技術です。仮想化に伴うワークロードの一部をシステム・ハードウェア
で肩代わりすることで、仮想化ソフトウェアはより無駄のないソフトウェ
ア・スタックを提供できます。クラウド・コンピューティング・インフラスト
ラクチャーの基盤としてインテル® VTを搭載したインテル® Xeon® プ
ロセッサー 5600番台搭載プラットフォームを使用すれば、旧世代の
インテル® Xeon® プロセッサー搭載サーバーに比べ、仮想化性能が最

http://software.intel.com/en-us/articles/intel-cloud-builder-success-stories/
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-cloud-builder-success-stories/
http://software.intel.com/sites/datacentermanager/
http://software.intel.com/sites/datacentermanager/
http://www.intel.co.jp/jp/design/flash/nand/
http://www.intel.co.jp/jp/design/flash/nand/
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大 42%向上します5（インテル® VTの詳細については、http://www.
intel .com/technology/virtual ization/server/（英語）を参照し
てください）。 

効率に関する推奨事項
クラウド・コンピューティング環境のビルディング・ブロックには、利用可
能なリソースを最大限に活用できる、効率が高く柔軟なインフラストラ
クチャーを構築できるものをお選びください。インテル® ノード・マネー
ジャー、インテル® データセンター・マネージャーなどの高度な電源管
理機能と、インテルの仮想化技術、そしてインテル® Xeon® プロセッ
サー 5600番台搭載サーバーの業界最高水準の消費電力当たり性
能を組み合わせれば、より効率が高くコスト効果に優れたデータセン
ターの理想的な基盤が得られます。また、インテル® SSDは、標準的な
ハードディスク・ドライブに比べて優れた性能を発揮し、電力効率も大
幅に向上しています。

 

シンプル
IT課題
データセンターの増加と規模の拡張とともに、新たな複雑性が生じま
す。実際、データセンターの拡張は全般的な複雑性の主な原因と言
えます。物理サーバーが急激に増加していたデータセンターは、現在
は仮想マシンの増加への対応を求められています。仮想化によって物
理サーバーの利用率が向上した結果、ネットワーク帯域幅とストレー
ジへの需要が大幅に増大しています。ネットワーク接続を拡張すると、
ケーブル配線やドメイン数が増え、運用管理の負担も増えます。デー
タセンター内に複数のアーキテクチャーが混在していると、複雑性が
高まり、運用コストが増大します。したがって、急速な成長を続けるデー
タセンターでは、インフラストラクチャーを大幅にシンプルにする必要
があります。構成数、ポート数、ケーブル本数、サーバー台数、管理ポ
イント数が少ないほど、またベンダー間の統合作業が簡単であるほど、
現在および将来にわたるデータセンターの複雑性の増大に対処しやす
くなります。 

データセンターのインフラストラクチャーを 
シンプルにするインテルの新しい技術
インテルは、データセンターのアーキテクチャーと導入をシンプルにす
るためのさまざまな取り組みを進めています。3つの重要な取り組み
として、仮想マシンの移動、統一化された 10GbEネットワーク、 サー
バーとストレージの融合が挙げられます。

仮想マシンの移動のシンプル化：大手仮想化ソフトウェア・ベンダー
がサポートするインテル® VT FlexMigrationにより、データセンター
管理者とシステム管理者は、ワークロード、時間帯、メモリーの要件に
基づいて仮想マシンを移動させるための簡単な規則を設定できます。
VMwareの Enhanced VMotion*などの仮想マシン移動ツールは、
現在のデータセンター・インフラストラクチャーに最適な、シンプルで災
害に強いソリューションを提供します。インテル® VT FlexMigration
は、仮想化ソフトウェア・ベンダーのソリューション（VMotion*など）と
連携して動作します。この技術は、異なる世代のインテル® Xeon® プロ
セッサー搭載プラットフォーム間のアーキテクチャー的な互換性を確
保し、プラットフォーム間で仮想マシンのライブ・マイグレーションを可
能にすることにより、インテル® Xeon® プロセッサー搭載プラットフォー

ムへのインフラストラクチャー投資を保護します。これにより、現在の
投資の価値を保護するとともに、ライブ・マイグレーションを容易にする
ことで、将来の性能と効率の向上を可能にします。今後もインテルは、
よりきめ細やかな計測および制御を行えるようにすることでアプリケー
ション・ワークロードの最適化をさらに強化し、災害復旧とビジネスの
継続性を支援する機能を、インテル® VTに組み込んでいきます。

10ギガビット・イーサネット（インテル® 10GbEイーサネット）に基づ
く統一化されたネットワーク：現在では、多くの要因のためにネットワー
ク帯域幅への需要が増大し、I /Oがデータセンター内のボトルネック
になっています。仮想マシンの高密度化により、ますます多くの I /Oが
サーバー上に集中しています。またプロセッサーの高速化によって、
ネットワーク帯域幅の増強が必要になっています。さらに、より複雑な
アプリケーション（データベースや ERPなど）の仮想化環境への移行
が進んでいます。

インテル® 10GbEイーサネットに基づく統一化されたネットワーク・ファ
ブリックは、既存インフラストラクチャーの簡素化とTCOの削減を実現
する一方、ネットワーク帯域幅への要件の継続的な増大にも対応しま
す。この手法には、次のような多くの利点があります。

•  ネットワーク性能の向上と複雑性の軽減：10GbEにより、イーサネッ
ト・ネットワークの通信速度を 10Gbpsまで引き上げ（最大 10倍の
I/O帯域幅を提供）、1ギガビット当たりの消費電力を約 4.5分の 1
に削減します。従来のイーサネット環境を変更する必要はなく、使い
慣れた管理ツールと共通のスキルベースを引き続き利用できます。
また、ポート数を最大 5分の 1まで削減できます。6 スイッチとケー
ブルの数も削減でき、ネットワークの簡素化によって運用管理コスト
を削減できます。 

•  仮想化性能の向上：コネクティビティー向けインテル® バーチャライ
ゼーション・テクノロジー（インテル® VT）により、インテル® 10GbE
ネットワーク全体の仮想化性能を向上します。コネクティビティー 
向けインテル® VTの中核となる技術は、バーチャル・マシン・デ
バイス・キュー（VMDq）です。VMDqは、ハードウェア・キューを
使用して適切な仮想マシンに対してパッケージを効率的にルー
ティングし、ネットワーク・スループットを向上させます。また、
コネクティビティー向けインテル® VTは、PCI-SIGのシングルルート
I /O仮想化（SR-IOV）仕様をサポートしています。これにより、仮想
マシンモニター上での I /Oの変換作業を省略して、仮想マシンに対
するダイレクト I/O接続が可能となり、スループットの向上とCPU使
用率の軽減が実現されます。 

•  ストレージ・ネットワーキングの向上：インテル® 10GbEイーサネッ
トは、ネットワーク・ストレージを強化する各種の機能を搭載してい
ます。データセンター・ブリッジング（DCB）は、同一ネットワーク上
のデータ・トラフィックとストレージ・トラフィックのサービス品質を向
上させます。10GbEと DCBの組み合わせにより、ネットワーク接
続型ストレージ（NAS）やストレージ・エリア・ネットワーク（SAN）な
どのイーサネット経由のストレージに、十分な帯域幅と（DCBによ
る）サポートを提供します。Internet Smal l Computer System 
Interfaces（iSCSI）は、LANまたは WAN経由で IPベースのス
トレージ転送を可能にします。Fiber Channel over Ethernet
（FCoE）により、ファイバー・チャネル・リンクやスイッチの増設を
行わずに、ファイバーチャネル SANへの現在の投資をインテル® 

http://www.intel.com/technology/virtualization/server/
http://www.intel.com/technology/virtualization/server/
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10GbEイーサネットに拡張できます。 iSCSIと FCoEは、いずれも
SAN内で使用されるブロックストレージです。

•  移行の容易さ：インテル® 10GbEイーサネットは既存のイーサネット・
インフラストラクチャーとの相互接続性を簡単に確保できるため、よ
り高性能なネットワーク・インフラストラクチャーに簡単に移行できま
す。10GbEは、従来の運用管理インフラストラクチャーにすでに導
入されているプロセス、プロトコル、運用管理ツールを使用できます。
10GBASE-T接続の使用により、1GbEに対する下方互換性がさら
に強化され、ネットワーク・インフラストラクチャーを段階的にアップ
グレードできます。

•  コストの削減：インテル® 10GbEイーサネットは既存のプロセスと
ツールを利用できるため、代替技術に比べて取得コストとサポートコ
ストを削減できます。既存のネットワーク・インフラストラクチャーとの
相互接続性と、幅広い機器ベンダーとの相互運用性に優れており、
導入コストを削減できる上、ネットワーク設計に高度な柔軟性を確保
できます。 

クラウド・コンピューティング・アーキテクチャーとアプリケーションは、こ
れまで以上に高性能なネットワーク・インフラストラクチャーを要求しま
す。ここまで説明したように、インテル® 10GbEイーサネットとインテル® 
Xeon® プロセッサー・ファミリーに基づく統一化されたネットワークは、
優れた性能、コスト、柔軟性、拡張性をベースに、業界をリードする各
種の機能を提供します。

サーバーとストレージの融合：データセンターに対する要求の増大は、
ストレージ・アーキテクチャーに対する要求の増大を伴います。データ
センターの処理量とスループットの増大とともに、ストレージ容量と
性能の要件は急速に増大しています。同時に、ストレージの稼動時
間が極めて重要になります。ストレージ・アーキテクチャーの複雑化
によって、管理システムや機能に対する要求が増大します。幸いにも、
インテル® アーキテクチャーに基づくビルディング・ブロックが、需要の
増大に対応するストレージシステムの基盤を形成するようになり、スト
レージとコンピューティングの融合が進んでいます。EMCなどのスト
レージ業界のリーダー企業は、（EMC Symmetrix*ソリューションの
発表時に）自社製品のアーキテクチャーとしてインテル® Xeon® プロ
セッサーを選択しました。インテルでは、2010年末までに、外部スト
レージシステムの出荷台数 10台のうち 7台がインテル® アーキテク
チャーを採用すると予測しています。

ITインフラストラクチャーの 
シンプル化に関する推奨事項
現在のシンプルさと将来の保守管理のしやすさを重視して、インフラス
トラクチャー戦略を立案してください。データセンターのインフラストラ
クチャー全体に柔軟なイーサネットを採用し、10GbEに転換しておく
ことで、現在の帯域幅の要求と複雑性の問題に対応し、将来のクラウ
ド・コンピューティングの成長を見越した拡張性を確保できます。また、
仮想化環境のさらなる向上と合理化に向けて、コネクティビティー向け
インテル® バーチャライゼーション・テクノロジーなどの先進技術の採
用を検討してください。

インテル IT部門の内部から外部へのクラウド戦略

約 10万台のサーバーを管理しているインテル IT部門では、
社内（プライベート）クラウドから始めて、段階的に外部（パブ
リック）クラウドの使用に移行する方向で、自社のクラウド・コン
ピューティング戦略を進化させています。インテル IT部門で
は、多くのクラウド・コンピューティングの特性を備えた設計コン
ピューティング・グリッドをすでに実装しました。インテル IT部
門の戦略では、当初は社内の仮想化されたコンピューティン
グ環境を拡張し、増え続けるクラウド型の特性を長期的にサ
ポートすることを優先しています。インテルでは、ユーザーがセ
ルフサービスで使える環境、自動化されたホスティング・フレー
ムワーク、従量課金制サービスを特徴とするこの社内環境を、
積極的に拡張、進化させていく予定です。

また、インテルはすでに外部クラウド・コンピューティング技術
を利用しています。インテルは、Web会議やソーシャル・メディ
ア・ソリューションなど、必要に応じて多くの Software as a 
Service（SaaS）を利用しています。また、Infrastructure 
as a Service（IaaS）を使用した準備調査によって、IaaSは
迅速な開発作業と一部のバッチ・アプリケーションに適してい
ることが分かっています。

クラウドを内部から外部へと拡張していく戦略は、現在のクラ
ウド・コンピューティングの多くの利点をもたらし、将来の外部
クラウド活用の布石となります。インテル IT部門では、サプラ
イヤーのサービスが成熟し、大企業への導入の障壁が克服さ
れ、柔軟性および機敏性の向上とコスト削減の機会が増えた
段階で、適切なサービスを選択した上で外部クラウドに移行し
ていく予定です。

詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
を参照してください。

http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
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セキュア
IT課題 
クラウド・コンピューティング環境では、従来のセキュリティー問題が変
化を続ける一方で、新しいセキュリティー問題が発生しています。パブ
リッククラウドまたは仮想プライベート・クラウドでは、他の企業が管理
するサーバー上に企業データが置かれます。したがって、組織の境界
の保護を重視する従来のセキュリティー・モデルではもはや不十分で
す。データの破壊、不正アクセス、中断、損失を防止する手法を、クラ
ウド・コンピューティング・アーキテクチャーに適応させる必要がありま
す。クラウド・コンピューティングのこのようなセキュリティー・ダイナミク
スの一部は、現在の企業横断的およびサプライチェーン横断的なコラ
ボレーション・モデルと共通のものです。クラウド・コンピューティングの
拡張によって、問題は増えていきます。 

同時に、クラウド・コンピューティングとは無関係な従来のセキュリ
ティー問題も増え続けています。システムへの攻撃は、個人的な名声
を求めるハッカーの単独作業から、経済的利益のために特定のタイプ
のデータを標的とし、資産の制御を獲得、維持しようとする高度な組織
的活動へと変化しています。また、規制環境の変化が続き、法令準拠、
監査、報告、個人情報保護、損害賠償などの要件が増加するにつれ
て、法令違反のリスクとコストはますます増大しています。

セキュリティーを強化するインテルの新しい技術
こうした環境において、インテルは、堅牢なセキュリティー・レベルを簡
単かつ効率的に実現し、システムの保護を強化するためのさまざまな
技術を開発してきました。インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台
に組み込まれたこれらの技術は、データセンター内および外出先での
データ保護を力強く支援します。

•  仮想マシン間の分離を強化するインテル® バーチャライゼーション・
テクノロジー（インテル® VT）：インテル® VTは、ソフトウェアによる
仮想化機能をハードウェア・アシストによって強化します。インテル® 
VTは、プロセッサー、チップセット、BIOS内に仮想化専用の機能を
組み込むことで、リソース管理を簡素化して信頼性と可用性を向上
させます。また、インテル® VTは、ソフトウェアからハードウェアに機
能を肩代わりさせることで、ハッカーが攻撃できるコードの行数を減
らし、仮想化環境の強化とソフトウェア・フットプリントの削減を実現
します。インテル® VTは、他の技術と組み合わせた場合にもメリット
をもたらします。例えば、インテル® トラステッド・エグゼキューション・
テクノロジー（インテル® TXT）とインテル® VTを組み合わせれば、
ユーザーは信頼性の高い仮想マシンのリソースプールを利用でき、
ITマネージャーはルートキット攻撃を回避できるセキュリティーを確
保できます。インテル® Advanced Encryption Standard-New 
Instructions（インテル® AES-NI）は、データセンター全体で広範
囲に暗号化の利用を可能にし、セキュリティーを強化する命令セッ
トです。クラウド・コンピューティング環境でインテル® VT、インテル® 
TXT、インテル® AES-NIを（仮想マシンまたは関連するセキュリ
ティー・ソフトウェア、あるいはその両方と組み合わせて）使用するこ
とで、ITマネージャーは、クラウド・コンピューティング環境での分離、
制御、暗号化を強化できます。

•  インテル® AES-NIによるハードウェア・アクセラレーションが可能に
する普遍的な暗号化：データの暗号化は、データの不正使用を防ぐ
ための優れた方法です。しかし、暗号化がハードウェア性能に与え
る影響が、より幅広い範囲で暗号化を使用する上での障壁になって
いました。暗号化を使用すると、通常はアプリケーション性能が低下
します。インテルは、サーバー・プロセッサーにインテル® AES-NIを
組み込むことでデータの暗号化処理を大幅に高速化し、暗号化で
最大 10倍 7、復号で最大 8倍 8の処理速度を実現しました。この
主な障害が取り除かれたことで、普遍的にデータ暗号化を利用する
ことが現実的になりました。例えば、インテル® AES-NIを使用して、
SSL/TLSサーバー、ftpサーバー、メールサーバーを最適化し、転
送中のデータを保護できます。インテル® AES-NIによるハードウェア・
アクセラレーションは、データセンター内でフルディスク暗号化とデー
タベース /アプリケーション・レベルの暗号化の幅広い導入を現実
的なものにし、静止時のデータ（格納されているデータ）と処理中の
データを保護します。

•  セキュリティーを強化するインテル® トラステッド・エグゼキュー
ション・テクノロジー（インテル® TXT）：仮想マシン環境では、起
動時がシステム保護の弱点になっていました。インテル® TXTは、
インテル® VTと協調して動作し、ルートキットなど、起動時の新しい
マルウェアの脅威に対するハードウェア・アシストによる保護を提供し
ます。これらの脅威には、例えば、信頼されない VMMの挿入（ルー
トキット・ハイパーバイザー）、メモリー内のプラットフォームの秘密情
報を危険にさらすリセット攻撃、BIOSとファームウェアのアップデー
ト攻撃などがあります。インテル® TXTは、攻撃を検出し、既知の正
常な構成だけが起動されるように制御する機能を持ち、起動時の仮
想化構成のロックダウンを支援します。インテル® TXTは、アンチウイ
ルスや侵入検知などのランタイム保護機能を補完し、信頼性の高い
コンピューティングの基盤と、レポーティング、監査、法令準拠用の
インフラストラクチャーを提供します。

セキュリティーに関する推奨事項
クラウド・コンピューティングの導入を計画する際は、導入先独自のセ
キュリティー要件と脅威について十分に理解することが必要不可欠で
す。こうしたセキュリティー監査は、インフラストラクチャーのハードウェ
アおよびソフトウェアのビルディング・ブロックを選択する際に参考にな
ります。リスクと脆弱性だけでなく、企業、業界、行政 /公的機関のセ
キュリティー規則と個人情報保護規則に適合する実装、監査、検証の
要件についても重視する必要があります。インテル® アーキテクチャー・
プラットフォームでシステムを標準化すれば、インテルと業界のセキュ
リティー・エコシステムが開発した先進のセキュリティー技術をインフラ
ストラクチャー全体で利用できます。これにより、仮想化環境のセキュ
リティー、企業全体のセキュリティー、システムレベルのセキュリティー
のそれぞれの層で、悪意のある攻撃を受けやすいクラウド・コンピュー
ティング環境の「表面積」が縮小されます。将来は、インテルのノード
単位、ラック単位、データセンター単位の管理機構により、ITインフラ
ストラクチャー全体で仮想マシンおよび物理マシンへの攻撃を隔離で
きるようになります。また、セキュリティーのベスト・プラクティスを利用
して、予防、検出、対応用のリソースを予防的かつ効率的に準備してお
くことも重要です。インテル IT部門の事例については、http://www.
intel .co. jp/jp/go/itatintel/を参照してください。

http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
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ホワイトペーパー    クラウド・コンピューティング：検討課題と次のステップ

相互接続性に優れたオープンなソリューションと標準規格
IT課題
クラウド・コンピューティングの魅力とメリットは、ITサービスとソリュー
ションを低コストで迅速に導入でき、ITユーザーによるイノベーション
のスピードを上げられることです。しかし、クラウド・コンピューティング
の可能性を最大限に引き出すには、複数のベンダーから提供される相
互に運用可能なビルディング・ブロックとソリューションで構成される
オープンな環境が必要です。独自規格に基づくソリューションでは、ク
ラウド・コンピューティングから得られるコストと柔軟性のメリットを十
分に活かすことができません。現在、標準規格はまだわずかしか存在
しません。インテルと他のハードウェアおよびソフトウェア・ベンダーは、
クラウド・コンピューティングを効率的、シンプル、かつセキュアでオー
プンなものにするための基本的な標準規格の策定と進化に取り組ん
でいます。

インテルとオープンな標準規格 
インテルは、IT業界で長年にわたってオープンな標準規格を主導して
きた実績があり、データセンターおよび企業全体への標準規格に基づ
くソリューションの普及に歴史的な役割を果たしてきました。こうした
インテルのリーダーシップは、コンポーネント、プラットフォーム、ソフト
ウェア、運用管理技術など、クラウド・コンピューティングの将来に極め
て重要な多くの領域で発揮されています。その基本的な目的は、取得
コスト、導入コスト、運用コストの削減を実現する、複数のベンダーに
よるイノベーションを促進することです。オープンな業界標準規格の普
及によって、データセンターの設計者と管理者は、より多くの選択肢、
信頼できる相互運用性、容易な統合、複数クラウド間のワークロードの
移動、シンプルな管理、強力なセキュリティーを実現できます。

インテルは、クラウド・コンピューティングの鍵となる標準規格の確立を
目指して、次のような業界フォーラムに積極的に参加しています。

•  相互運用性の標準規格：インテルは、国際的な標準化団体であ
る Distributed Management Task Force（DMTF）内の Open 
Cloud Standards Incubator部会の共同議長を務めています。こ
の部会は、クラウド・インターフェイスの相互運用性およびワークロー
ドのポータビリティーの標準規格と、建物管理システムに統合され
る電源管理機能の標準規格を策定しています。またインテルは、オー
プン・グリッド・フォーラム（OGF）にも積極的に参加し、Open Cloud 
Computing Interface（OCCI）の定義を進めています。OCCIは、サー
ビスとして提供されるクラウド・インフラストラクチャー（IaaS）のイン
ターフェイスとなる実用的なソリューションです。インテルは、標準化
団体であるServer System Infrastructure（SSI）フォーラムの主
要メンバーとして、ハーフサイズ・マザーボードや、新しい 1-wayサー
バー・カテゴリーのローエンドおよびエントリーレベルのマイクロサー
バーなど、クラウド・コンピューティングに最適なハードウェア標準規
格の策定に貢献しています。

•  運用管理機能の標準規格：インテルは、Data Center Manageability 
Interface（DCMI）仕様の定義を主導しました。DCMI仕様は IPMI
仕様のサブセットであり、大規模データセンターの特定のニーズに
合わせた、標準規格に基づく低コストのサーバー運用管理機能を定
義しています。

•  効率性の標準規格：インテルは、W3C HTML5ワーキング・グルー
プのメンバーとして、インテル・プラットフォームの機能を利用した優
れたWeb/ランタイム体験を可能にする HTML5仕様の策定に取り
組んでいます。 またインテルは、The Green Gridの 2つのフォー
ラムの主要メンバーでもあります。電源管理データ収集タスクフォー
スでは、電源管理機能の要件に関する業界調査とデータ収集を促
進しています。コンテナー・データセンター・タスクフォースでは、電
力効率の測定基準の標準化に取り組んでいます。またインテルは、
データセンターの電力使用効率（PUE）を1.0に近づけることを目標
として、データセンターのベスト・プラクティス確立に向けた大量の
エンジニアリング作業と実証実験活動への投資を行っています。こ
うした活動の例として、The Green Gridにおけるインテルの活動、
Energy Starなどの標準化団体との協力、Advanced Cool ing 
Environment（ACE）に関する LBNL、IBM、HP、Emersonとの共
同実証実験、データセンターの稼動温度および湿度の緩和に関する
ASHRAEとの共同研究などが挙げられます。

•  セキュリティーの標準規格：インテルは、Cloud Security Al l iance
（CSA）のメンバーとして、ベスト・プラクティスの推奨事項を推進し、
CSAの推奨事項をインテルのプロセッサーに機能として組み込む取
り組みを進めています。

•  ストレージとネットワーキングの標準規格：インテルは、IEEE* 802.1
および 802.3規格の策定と審査に参加し、クラウド・コンピューティン
グのネットワーキング標準規格に関する研究グループの結成を支援
しています。またインテルは、PCI-SIG内の SR-IOV仕様検討部会
の主要メンバーでした。ストレージ標準規格については、インテルは
Storage Networking Industry Association（SNIA）のメンバー
であり、STORM（STORage Maintenance）タスクフォースに参加
して iSERおよび iSCSI仕様の策定に貢献しています。

•  仮想化の標準規格：インテルは、テクノロジー業界を代表する仮想化
標準規格の専門家として、Xen Open Source Hypervisorコミュ
ニティー、SpecVirt Benchmarking委員会など、仮想化技術の進
化を目的とするさまざまな業界フォーラムに積極的に参加していま
す。インテルは、PCI-SIG内の SR-IOV仕様検討部会の主要メンバー
でした。インテルは、今後も業界全体との連携の下、仮想化の新し
い利用モデルの定義を進め、標準化団体への積極的な貢献によっ
て変革を促進していきます。 

推奨事項
業界全体の標準規格とソリューションは、相互運用性とコスト削減の
基盤となります。できる限り、業界標準規格を利用してください。クラウ
ド・コンピューティングの相互運用性と柔軟性を高め、選択肢を広げる
ために、業界内で標準規格の実現に積極的な役割を果たすこともご検
討ください。
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クラウド・コンピューティング：検討課題と次のステップ    ホワイトペーパー

クラウド・コンピューティングの定義

クラウド・コンピューティングは、IT資源活用の進化形であり、
柔軟な従量課金モデル方式で、ユーザーがインターネットまた
は社内ネットワークを介してセルフサービスで使える環境を提
供するものです。クラウド・コンピューティングを利用するには、
非常に高効率で、高い拡張性を持つアーキテクチャーが必要
です。クラウド・コンピューティング・アーキテクチャー内では、
サービスとデータは、通常は仮想化および共有化された、動
的に拡張可能なリソースプール上で管理されます。このサー
ビスとデータには、任意の認証済みデバイスからインターネッ
トまたは社内ネットワークを介してアクセスできます。クラウド・
コンピューティングと従来型のコンピューティングを区別する
主な特性は、以下のとおりです。

•  演算機能とストレージ機能が抽象化され、サービスとして提
供される。

•  サービスは拡張性に優れたインフラストラクチャー上に構築
される。

•  サービスは柔軟に構成可能な動的なリソースを通じて必要
に応じて提供される。

•  サービスは簡単に購入でき、従量課金方式で決裁される。
•  リソースは複数のユーザーに共有される（マルチテナント）。
•  サービスはインターネットまたは社内ネットワークを介して任
意のデバイスからアクセスできる。

パブリッククラウドとは、インターネット・プロバイダー、ホス
ティング・サービス・プロバイダー、通信サービス・プロバイダー
によって運用され、広範囲にわたる消費者または企業、あるい
はその両方にインターネット経由でサービスを提供するクラウ
ド・アーキテクチャーです。プライベート・クラウドとは、特定組
織の内部ユーザー向けに、ファイアウォール内部に構築される
クラウド・アーキテクチャーです。

まとめ
クラウド・コンピューティングは、IT開発の重要なパラダイムシフトであ
り、強力なメリットをもたらします。大企業の IT部門では、共有リソー
スを利用しない選択肢はもはやあり得ません。一方、パブリック・クラ
ウド・サービス・プロバイダーも、自社の ITインフラストラクチャーを進
化させていく必要があります。

自動化、拡張性、資源の利用効率の大幅な向上を約束するクラウド・
コンピューティングは、IT技術の設計、開発、導入を一変させる技術で
す。しかし、このビジョンを実現するには、業界のサプライヤーとアーキ
テクトが、シームレス連携、自動化、クライアント認識を実現するクラウ
ド・コンピューティング環境の進化に協調して取り組む必要があります。 

インテルは、クラウドのビジョンを実現するには、オープンで相互接続
性に優れたマルチベンダー・ソリューションを基盤として、クラウド・コン
ピューティング・インフラストラクチャーの柱となる効率的、シンプル、
かつセキュアに重点を置いた、幅広い徹底した取り組みを進める必
要があると考えています。このビジョンを実現するために、インテルは
Open Data Center In it iat iveを推進しています。このイニシアチブ
は、エコシステム・パートナーやエンドユーザーと連携したインテルの
包括的な取り組みであり、ITの柔軟性と選択肢を確保できる、より効
率的、シンプル、かつセキュアなクラウド・データセンターを可能にす
る技術開発の促進を目的としています。また、インテルは技術アドバイ
ザーとして Open Data Center Al l ianceに参加しています。Open 
Data Center Al l ianceは、世界の ITマネージャーで構成される独
立団体であり、次世代クラウド・データセンターの IT 要件を定義して
います。インテルは、Open Data Center Allianceおよび他の ITエン
ドユーザーの要件に応える製品と技術を提供し、関連ソリューション
についても業界と密接に協力していきます。また、インテル® クラウド・
ビルダーズ・プログラムは、現在および将来の次世代クラウド・データ
センター・インフラストラクチャーとソリューションをどのように導入し、
最適化するかについて、IT 部門への実践的なガイダンスとなる業界
のベスト・プラクティス、リファレンス・アーキテクチャー、コミュニティー
を提供しています。

詳細情報

•  インテル® ハイパースレッディング・テクノロジー：http://www.intel .co. jp/jp/products/ht/hyperthreading_more.htm

•  インテル® ターボ・ブースト・テクノロジー：http://www.intel .co. jp/jp/technology/turboboost/

•  インテル® QuickPath テクノロジー：http://www.intel .com/technology/quickpath/（英語）

•  インテル® インテリジェント・パワー・ノード・マネージャー：http://www.intel .com/technology/nodemanager/（英語） 

•  インテル® データセンター・マネージャー：http://software. intel .com/sites/datacentermanager/（英語）

•  インテル® VT FlexMigration：http://www.intel .com/technology/virtual ization/server/（英語）

•  インテル® 10ギガビット・イーサネット：http : //www. inte l . com/network/connect iv i ty/ resources/techno log ies/10_g igab i t_
ethernet .htm（英語）

•  インテル® バーチャライゼーション・テクノロジー（インテル® VT）：http://www.intel .co. jp/ jp/technology/virtual ization/

•  インテル® Advanced Encryption Standard-New Instructions（インテル® AES-NI）：http://software. intel .com/en-us/art ic les/
intel-advanced-encryption-standard-instructions-aes-ni/（英語）

•  インテル® トラステッド・エグゼキューション・テクノロジー（インテル® TXT）：http://www.intel .co. jp/jp/technology/security/

•  インテル® SSD：http://www.intel .co. jp/jp/design/flash/nand/

http://www.intel.co.jp/jp/products/ht/hyperthreading_more.htm
http://www.intel.co.jp/jp/technology/turboboost/
http://www.intel.com/technology/quickpath/index.htm
http://www.intel.com/technology/nodemanager/
http://software.intel.com/sites/datacentermanager/
http://www.intel.com/technology/virtualization/server/index.htm
http://www.intel.com/network/connectivity/resources/technologies/10_gigabit_ethernet.htm
http://www.intel.com/network/connectivity/resources/technologies/10_gigabit_ethernet.htm
http://www.intel.co.jp/jp/technology/virtualization/
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-advanced-encryption-standard-instructions-aes-ni/
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-advanced-encryption-standard-instructions-aes-ni/
http://www.intel.co.jp/jp/technology/security/
http://www.intel.co.jp/jp/design/flash/nand/


∆  インテル・プロセッサー・ナンバーはパフォーマンスの指標ではありません。プロセッサー・ナンバーは同一プロセッサー・ファミリー内の製品の機能を区別します。異なるプロセッサー・ファミリー間の機能の区別には用いません。詳細につい
ては、http://www.intel.co.jp/jp/products/processor_number/ を参照してください。

†  インテル® ハイパースレッディング・テクノロジー（インテル® HT テクノロジー）を利用するには、同技術に対応したプロセッサー、チップセットと、BIOS、OS を搭載したコンピューター・システムが必要です。性能は、使用するハードウェアやソ
フトウェアによって異なります。詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/products/ht/hyperthreading_more.htm を参照してください。

§  インテル® ターボ・ブースト・テクノロジーを利用するには、同テクノロジーに対応したプロセッサーを搭載したシステムが必要です。インテル® ターボ・ブースト・テクノロジーの実際の性能はハードウェア、ソフトウェア、全体的なシステム構成
によって異なります。ご使用のシステムがインテル® ターボ・ブースト・テクノロジーに対応しているかは、各システムメーカーにお問い合わせください。詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/technology/turboboost/ を参照して
ください。

◊  インテル® バーチャライゼーション・テクノロジーを利用するには、同テクノロジーに対応したインテル® プロセッサー、BIOS、および仮想マシンモニター（VMM）を、さらに用途によっては、同テクノロジーが有効になっている特定のプラットフォー
ム・ソフトウェアを搭載したコンピューター・システムが必要です。機能性、性能もしくはその他の特長は、ご使用のハードウェアやソフトウェアの構成によって異なり、BIOSのアップデートが必要になることもあります。ご利用になるOSによっ
ては、ソフトウェア・アプリケーションとの互換性がない場合があります。詳細については、各アプリケーション・ベンダーにお問い合わせください。

‡  すべての条件下で絶対的なセキュリティーを提供できるコンピューター・システムはありません。インテル® トラステッド・エグゼキューション・テクノロジー（インテル® TXT）を利用するには、インテル® バーチャライゼーション・テクノロジー、
インテル® TXTに対応したプロセッサー、チップセット、BIOS、Authenticated Codeモジュール、インテル® TXTに対応した Measured Launched Environment（MLE）を搭載するコンピューター・システムが必要です。MLEは、仮想マ
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インテル® Xeon® プロセッサー・ファミリーの 
まとめ

インテル® Xeon® プロセッサー 3400番台搭載プラットフォー
ムは、インテル® Xeon® プロセッサーの処理能力を最大限に発
揮する、エントリーレベルのサーバーと基本的Webワークロー
ドに最適な 1-wayサーバーです。

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台は、クラウド・コン
ピューティング・インフラストラクチャーの効率、セキュリティー、
拡張性を最大限に高めるための理想的な基盤となります。

インテル® Xeon® プロセッサー 7500番台とインテル® Xeon® 
プロセッサー 6500番台は、極めて高い信頼性を要求する基
幹業務アプリケーションを運用するクラウド・コンピューティング
環境の理想的な基盤となります。

詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/go/xeon/ を
参照してください。

インテル® ソフトウェアによる最適化

クラウド・コンピューティングのメリットを引き出すには、パフォー
マンスの最適化、消費電力の削減、そして将来のプラットフォー
ムを活用するソフトウェアコードの開発が重要です。インテルは、
インテル® スレッド・チェッカー、インテル® Parallel Studioな
ど、インターネット・サービスのワークロードとコードを最適化す
る各種のソフトウェア・ツールを提供しています。これらのソフト
ウェア製品の詳細については、http://software.intel.com/
en-us/intel-sdp-home/（英語）を参照してください。

インテルでは、ソフトウェア・コンサルティングとトレーニングを顧
客に提供し、ボトルネックの分析と解決、コードの最適化による
インテルのプラットフォームとテクノロジーのフル活用、その結
果得られるパフォーマンスと電力効率の向上を支援しています。
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